
 

「地震防災対策に関する特別世論調査」の概要 
 

 

平 成 1 7 年 ９ 月 

内 閣 府 政 府 広 報 室 
 

 

 

調 査 対 象  全国２０歳以上の者3,000人 

           有効回収数：1,863人（回収率62.1％） 

           調査期間 平成17年８月11日～８月21日 

 

 

 

調 査 目 的  地震防災対策に関する国民の意識を調査し、今後の施策の参考とする。 

 

 

 

調 査 項 目  （１）  大地震の起こる可能性 

（２）  耐震診断や耐震改修を実施したことがあるか 

（３）  大地震に対する住宅の危険度 

（４）  耐震補強工事ができる条件 

（５）  大地震に備えてとっている対策 

（６）  ハザードマップ等の公表について 

 

 

 

調 査 実 績   「防災に関する世論調査」   （平成９年９月） 

「防災に関する世論調査」   （平成14年９月） 

 

 

 

  
＜お願い＞ 

本資料の内容を引用された場合、その掲載部分の写しを 
下記宛にご送付ください。 

 
内閣府大臣官房政府広報室 

世論調査担当 

 

〒100-8914 東京都千代田区永田町１－６－１ 

電話 03(5253)2111 内線82780～82783 
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「地震防災対策に関する特別世論調査」の要旨 

 

平 成 1 7 年 ９ 月 

内 閣 府 政 府 広 報 室 
 

    調査時期：平成17年8月11日から平成17年8月21日 

調査対象：全国20歳以上の者3,000人 

回収結果：1,863人（62.1％） 

 

 

１ 大地震の起こる可能性 

 平成9年9月  平成17年8月

・起こると思う 9.2% → 22.1% 

・起こる可能性は高いと思う 27.0% → 42.3% 

・起こる可能性は低いと思う 42.2% → 24.1% 

・絶対に起こらないと思う 5.5% →  2.3% 

・わからない 16.2% →  9.3% 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 耐震診断や耐震改修を実施したことがあるか 

 平成17年8月

・耐震診断と耐震改修の両方をおこなったことがある  5.6% 

・耐震診断のみをおこなったことがある  3.0% 

・耐震改修のみをおこなったことがある  3.7% 

・どちらもおこなったことはない 81.5% 

・わからない  6.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 回 調 査 (1,863人)

平 成 9 年 9 月 調 査 (2,218人)
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３ 大地震に対する住宅の危険度 

 

 平成14年9月  平成17年8月

・大丈夫だと思う  8.8% →  7.9% 

・たぶん大丈夫だと思う 26.9% → 24.4% 

・少し危ないと思う 25.9% → 26.6% 

・危ないと思う 31.8% → 32.4% 

・どちらともいえない  3.1% →  4.3% 

・わからない  3.5% →  4.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 耐震補強工事ができる条件（複数回答） 

 平成17年8月

・公的な支援（助成や税制優遇など）があること 38.1% 

・信頼できる専門知識を持った相談者がいること 23.7% 

・集合住宅や借家などに住んでいるので，自分だけでは判断できない 15.4% 

・耐震補強工事をするつもりはない 27.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 回 調 査 (1,863人)

平 成 14 年 9 月 調 査 (2,155人)
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５ 大地震に備えてとっている対策 

（１）大地震に備えてとっている対策（複数回答） 

 

 平成14年9月  平成17年8月

・携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品などを準備している 46.6% → 49.2% 

・近くの学校や公園など避難する場所を決めている 16.7% → 28.7% 

・食料や飲料水を準備している 18.6% → 25.6% 

・消火器や水をはったバケツを準備している 22.3% → 23.3% 

・特に何もしていない 31.0% → 29.7% 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）

携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品など
を準備している

近くの学校や公園など避難する場所
を決めている

食料や飲料水を準備している

消火器や水をはったバケツを準備し
ている

いつも風呂の水をためおきしている

家具や冷蔵庫などを固定し，転倒を
防止している

貴重品などをすぐに持ち出せるよう
に準備している

家族との連絡方法などを決めている

非常持ち出し用衣類，毛布などを
準備している

防災訓練に積極的に参加している

自分の家の耐震性を高くしている

ブロック塀を点検し，倒壊を防止
している

耐震診断を行い，自分の家の危険度
を把握している

そ の 他

特 に 何 も し て い な い

わ か ら な い
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 (２) 家具や冷蔵庫などを固定していない理由（複数回答） 

 平成17年8月

・面倒くさいから 24.1% 

・固定しても大地震の時には効果がないと思うから 12.8% 

・固定する方法はわかっても，自分ではできないと思うから 10.7% 

・どうやって固定したらよいかわからないから 10.5% 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「家具や冷蔵庫などを固定し，転倒を防止している」を選択しなかった者に，複数回答）

面 倒 く さ い か ら

固定しても大地震の時には効果がないと
思うから

固定する方法はわかっても，自分ではで
きないと思うから

どうやって固定したらよいかわからない
から

地震が起きても転倒しないと思うから

お 金 が か か る か ら

転倒しても危険ではないと思うから

家 具 等 や 壁 に 傷 を つ け る か ら

部 屋 の 見 た 目 が 悪 く な る か ら

そ の 他

特 に 理 由 は な い
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６ ハザードマップ等の公表について 

 

 平成17年8月

・ハザードマップ等は広く地域の住民に知らせるべきである 72.9% 

・ハザードマップ等は地域の住民に知らせるべきでない  1.6% 

・知らせるかどうかは地域の実情に応じて決めればよい 14.3% 

・興味がないのでどうでもよい  4.9% 

・わからない  6.3% 

 

(該当者数)
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地震防災対策に関する特別世論調査 

 

調査時期：平成17年8月11日から平成17年8月21日 

調査対象：全国20歳以上の者3,000人 

回収結果：1,863人(62.1％) 

 

平成17年9月 

 

話は変わりますが，次に時事問題として，地震防災対策についてお聞きします。 

 

Ｑ１〔回答票20〕あなたは，あなたの住んでいる地域で，今後10年くらいの間に大地震が起

こると思いますか。この中から１つだけお答えください。 

 (22.1) (42.3) (24.1) ( 2.3) ( 9.3)  

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

起こると思う 起こる可能性は 起こる可能性は 絶対に起こら  わからない 

       高いと思う   低いと思う   ないと思う 

 

Ｑ２〔回答票21〕あなたのお住まいは，最近10年くらいの間に耐震診断や耐震改修をおこな

ったことがありますか。この中から１つだけお答えください。 

( 5.6)（ア）耐震診断と耐震改修の両方をおこなったことがある 

( 3.0)（イ）耐震診断のみをおこなったことがある 

( 3.7)（ウ）耐震改修のみをおこなったことがある  

(81.5)（エ）どちらもおこなったことはない 

( 6.1)   わからない 

 

Ｑ３〔回答票22〕あなたのお住まいは，阪神・淡路大震災や新潟県中越地震のような大地震

に対しても大丈夫だ（倒壊や損壊をしない）と思いますか。それとも危ないと思います

か。この中から１つだけお答えください。 

( 7.9)（ア）大丈夫だと思う 

(24.4)（イ）たぶん大丈夫だと思う 

(26.6)（ウ）少し危ないと思う                   

(32.4)（エ）危ないと思う 

( 4.3)   どちらともいえない 

( 4.4)   わからない 

 

Ｑ４〔回答票23〕危険な住宅については，耐震補強工事を行って安全にすることが考えられ

ます。あなたは，あなたのお住まいについて，どのような条件が整えば耐震補強工事が

できると思いますか。この中からいくつでもあげてください。（Ｍ．Ａ.） 

(38.1)（ア）公的な支援（助成や税制優遇など）があること 

( 4.5)（イ）今工事ができない事情（例えば子供が受験を控えているなど）が解消す

ること 

(23.7)（ウ）信頼できる専門知識を持った相談者がいること  

(15.4)（エ）集合住宅や借家などに住んでいるので，自分だけでは判断できない 

( 1.3)   その他（                    ） 

(27.7)（オ）耐震補強工事をするつもりはない 

( 7.6)   わからない              （Ｍ．Ｔ．＝118.3） 
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Ｑ５〔回答票24〕あなたの家では，大地震が起こった場合に備えて，どのような対策をとっ

ていますか。この中からいくつでもあげてください。（Ｍ．Ａ.） 

(23.3)（ア）消火器や水をはったバケツを準備している 

(21.5)（イ）いつも風呂の水をためおきしている 

(20.8)（ウ）家具や冷蔵庫などを固定し，転倒を防止している 

( 3.3)（エ）ブロック塀を点検し，倒壊を防止している 

( 6.5)（オ）自分の家の耐震性を高くしている 

( 3.2)（カ）耐震診断を行い，自分の家の危険度を把握している 

(25.6)（キ）食料や飲料水を準備している 

(49.2)（ク）携帯ラジオ，懐中電灯，医薬品などを準備している  

(11.0)（ケ）非常持ち出し用衣類，毛布などを準備している  

(20.3)（コ）貴重品などをすぐに持ち出せるように準備している 

(19.3)（サ）家族との連絡方法などを決めている 

(28.7)（シ）近くの学校や公園など避難する場所を決めている 

( 8.1)（ス）防災訓練に積極的に参加している 

( 0.4)   その他（               ） 

(29.7)（セ）特に何もしていない 

( 0.6)   わからない                （Ｍ．Ｔ．＝271.4） 

 

（Ｑ５で（ウ）「家具や冷蔵庫などを固定し，転倒を防止している」を選択しなかった者に） 

 ＳＱ〔回答票25〕あなたが家具や冷蔵庫などを固定していない理由は何ですか。この中か

らいくつでもあげてください。（Ｍ．Ａ.） 

(10.5)（ア）どうやって固定したらよいかわからないから 

(10.7)（イ）固定する方法はわかっても，自分ではできないと思うから 

( 1.8)（ウ）部屋の見た目が悪くなるから 

( 7.8)（エ）家具等や壁に傷をつけるから 

(24.1)（オ）面倒くさいから  

( 8.4)（カ）お金がかかるから  

( 8.9)（キ）地震が起きても転倒しないと思うから 

( 8.3)（ク）転倒しても危険ではないと思うから 

(12.8)（ケ）固定しても大地震の時には効果がないと思うから 

( 5.4)   その他（               ） 

(27.7)   特に理由はない                           （Ｍ．Ｔ．＝126.4） 

 

（「資料」を提示して，調査対象者によく読んでもらってから，以下の質問を行う。） 

＜資料＞ 

 自治体では、災害により各地域で予測される震度や津波の高さ、被害の程度、被災時の避

難場所や避難経路などの情報をわかりやすいように地図上に示した資料（以下、「ハザード

マップ等」とします。）を作成しているところがあります。このようなハザードマップ等は、

広く地域の住民に知らせることで、住民自らの事前の備えを促し、被害軽減を図ることに役

立つものですが、一方で、このような資料が公表されることにより、土地や建物の資産価値

が下がったり、地域住民の不安が増したりするのではないかとの意見もあります。 

 

Ｑ６〔回答票26〕こうしたハザードマップ等を広く地域の住民に知らせることについて，あ

なたはどのように考えますか。この中から１つだけお答え下さい。 

(72.9)（ア）ハザードマップ等は広く地域の住民に知らせるべきである 

( 1.6)（イ）ハザードマップ等は地域の住民に知らせるべきでない 

(14.3)（ウ）知らせるかどうかは地域の実情に応じて決めればよい  

( 4.9)（エ）興味がないのでどうでもよい 

( 6.3)   わからない 


